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(百万円未満切捨て)
１．2022年２月期の連結業績（2021年３月１日～2022年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年２月期 59,139 16.9 2,752 109.7 2,846 139.7 1,471 291.6

2021年２月期 50,590 △23.2 1,312 △71.5 1,187 △74.1 375 △86.9
(注) 包括利益 2022年２月期 2,662百万円( 254.4％) 2021年２月期 751百万円( △74.7％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年２月期 40.87 － 7.4 7.4 4.7

2021年２月期 10.44 － 1.9 3.1 2.6
　　

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（２）連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年２月期 38,632 22,437 52.4 562.36

2021年２月期 38,343 20,911 50.4 536.18
(参考) 自己資本 2022年２月期 20,253百万円 2021年２月期 19,310百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年２月期 1,995 △823 △2,288 15,010

2021年２月期 142 △920 615 15,924
　　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年２月期 － 0.00 － 32.00 32.00 1,158 306.4 5.8
2022年２月期 － 0.00 － 38.00 38.00 1,376 93.0 6.9
2023年２月期(予想) － 0.00 － 38.00 38.00 77.1

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 63,379 7.2 3,245 17.9 3,088 8.5 1,774 20.6 49.28

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年２月期 36,676,300株 2021年２月期 36,676,300株

② 期末自己株式数 2022年２月期 662,000株 2021年２月期 662,000株

③ 期中平均株式数 2022年２月期 36,014,300株 2021年２月期 35,990,013株
　

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）が保有する当
社株式を含めております。

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置が全国各地で度々発出された影響で、景気の落ち込みと持ち直しを繰り返しました。これに加えて、原材料価格

の高騰や地政学的リスク増大を主因とした原油価格や輸送費の上昇も懸念されるなど、依然として厳しい経営環境が

継続しております。

当社グループの国内事業につきましては、上期までは外出自粛等の影響が及びましたが、第３四半期に入ると緊急

事態宣言解除に伴う人流の回復がみられ、気温も低下し、業績は好調を示しました。その後、第４四半期に入り、オ

ミクロン株の急拡大による影響はあったものの、当連結会計年度における国内売上は前年比、増加となりました。ま

た、EC売上についても、SNSを活用したOMO施策の推進が奏功し、前年比110.6％と伸長しております。この結果、当連

結会計年度における国内売上高及び国内売上総利益は前年同期を大きく上回りました。

また、全社で経費削減に継続して取り組む中、販売費及び一般管理費率が前年同期比で改善し、営業利益及び経常

利益についても前年同期を大きく上回りました。

海外事業における米国事業に関しては、北米における富裕層向けのブランド認知も高まり、主力の高級日本製デニ

ムの需要も依然強く、EC及び卸売（高級百貨店、セレクトショップ向け）を中心としたビジネスモデルの推進によっ

て、米国事業は大きく伸長しました。また、戦略的事業パートナーであるBelle International Holdings Limited

（以下、Belle社）との中国合弁事業は、上期に業績好調を示し、昨秋からの中国での新型コロナウイルス感染症拡大

に伴い、下期は行動制限等の影響を受けたものの、ECの伸長もあり、中国事業は前年比、大幅な増収増益となりまし

た。

当連結会計年度末における店舗数につきましては、国内店舗数は367店舗（直営店278店舗、FC店89店舗）、同海外

店舗数は６店舗（直営店４店舗）、合計373店舗になりました。また、Belle社との合弁会社が展開する中国小売事業

の店舗数は332店舗になりました。

以上の結果、当連結会計年度におきましては売上高591億39百万円（前連結会計年度比16.9％増）、営業利益27億52

百万円（前連結会計年度比109.7％増）、経常利益28億46百万円（前連結会計年度比139.7％増）、親会社株主に帰属

する当期純利益14億71百万円（前連結会計年度比291.6％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当該連結会計年度における資産、負債及び純資産の状況については以下の通りです。

（総資産）

当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べて２億88百万円増加して386億32百万円となりまし

た。これは、現金及び預金が９億13百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が８億68百万円増加したこと、商品が

６億31百万円増加したこと、貯蔵品が１億26百万円減少したこと等によるものです。

（負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて12億36百万円減少して161億94百万円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が５億43百万円減少したこと、借入金の返済により11億25百万円減少したこと、未払金が１億84百万

円増加したこと、未払法人税等が２億59百万円増加したこと等によるものです。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて15億25百万円増加して224億37百万円となりました。これは、配当金の支払い

により利益剰余金が11億58百万円減少した一方、利益剰余金が親会社株主に帰属する当期純利益により14億71百万円

増加したこと、為替換算調整勘定が６億30百万円増加したこと、及び非支配株主持分が５億82百万円増加したこと等

によるものです。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて９億13百

万円減少し、150億10百万円となりました。

　当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況は、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、19億95百万円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益が25億74百万

円、減価償却費が８億11百万円、たな卸資産の増加額が６億21百万円、法人税等の支払額が５億27百万円あったこと

によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、８億23百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が４億

52百万円、無形資産の取得による支出が３億90百万円あったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、22億88百万円となりました。これは主に、短期借入金による収入が20億円、短期

借入金の返済による支出が30億円、配当金による支出が11億58百万円あったことによるものです。

（４）今後の見通し

新型コロナウイルス感染症が収束せず長期化しており、感染防止対策としての行動制限等が各国の経済活動に及ぼ

す影響は大きく、世界経済の本格的な回復に向けては、更に時間を要するものと見られます。また、原材料価格や物

流コストの上昇も顕在化しつつあり、引き続き、先行き不透明な状況にあります。

このような環境認識の下、国内事業につきましては、絞り込みと体質強化を推進すべく、①選択と集中、②利益率

の向上、③ブランド競争力の向上を国内市場の重点戦略として参ります。作り過ぎないものづくりの構築、OMO強化を

通じたビジネスの効率化と顧客利便性の向上、新たな「文化」の発信とより豊かな人生の提案によるブランド価値・

認知度の向上などの取り組みを推進して参ります。また、事業を支える基盤の整備として、基幹システム更改等、今

後の成長基盤となる投資を積極的に行い、加えて、サプライチェーンマネジメントの改革にも取り組み、原価・コス

トの低減に向けた施策を推進して参ります。

海外事業につきましては、引き続き中国を、中長期的な重点戦略地域と位置付け、中国事業の継続的な成長を維持

しつつ、事業運営体制の強化を図って参ります。加えて、中国向け商品企画力の強化も推進しつつ、ECに関しては

TikTok等の新たな販路拡大の取り組みを更に強化して参ります。また米国事業に関しても、EC及び卸売での更なる販

路拡大に取り組んで参ります。

また、新規事業につきましては、販売力及び中国展開力といった当社の強みを活かし、サステナブルな社会の実現

に寄与する形での新規事業の創出を目指して参ります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。

今後の国際財務報告基準（IFRS）の適用につきましては、グローバル展開や内外の情勢等を踏まえながら検討してま

いります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,924 15,010

受取手形及び売掛金 8,001 8,869

商品 4,918 5,550

貯蔵品 197 71

その他 348 343

流動資産合計 29,390 29,846

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,317 1,055

土地 350 350

建設仮勘定 32 12

その他（純額） 74 78

有形固定資産合計 1,773 1,496

無形固定資産

ソフトウエア 701 568

その他 118 402

無形固定資産合計 819 970

投資その他の資産

投資有価証券 1,597 1,603

敷金及び保証金 3,232 3,159

繰延税金資産 1,426 1,503

その他 102 52

投資その他の資産合計 6,359 6,318

固定資産合計 8,952 8,785

資産合計 38,343 38,632
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,872 3,329

短期借入金 3,000 2,000

1年内返済予定の長期借入金 125 3,000

未払金 946 1,131

未払費用 641 483

未払法人税等 550 809

預り保証金 10 5

賞与引当金 297 293

資産除去債務 9 18

その他 180 242

流動負債合計 9,632 11,313

固定負債

長期借入金 6,000 3,000

長期未払金 15 7

繰延税金負債 65 74

預り保証金 459 488

役員株式給付引当金 121 182

退職給付に係る負債 17 20

資産除去債務 1,120 1,106

その他 － 2

固定負債合計 7,798 4,881

負債合計 17,431 16,194

純資産の部

株主資本

資本金 8,258 8,258

資本剰余金 8,059 8,059

利益剰余金 3,855 4,168

自己株式 △692 △692

株主資本合計 19,480 19,793

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △170 459

その他の包括利益累計額合計 △170 459

非支配株主持分 1,601 2,184

純資産合計 20,911 22,437

負債純資産合計 38,343 38,632

　



株式会社バロックジャパンリミテッド(3548) 2022年２月期 決算短信

6

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

売上高 50,590 59,139

売上原価 22,742 26,358

売上総利益 27,847 32,781

販売費及び一般管理費 26,535 30,028

営業利益 1,312 2,752

営業外収益

受取利息 6 7

為替差益 44 216

受取賃貸料 13 14

助成金収入 － 61

補助金収入 81 64

その他 24 29

営業外収益合計 170 393

営業外費用

支払利息 34 31

支払手数料 27 13

固定資産除却損 9 29

持分法による投資損失 177 142

解約違約金 － 64

その他 48 18

営業外費用合計 296 299

経常利益 1,187 2,846

特別利益

雇用調整助成金 243 100

特別利益合計 243 100

特別損失

店舗臨時休業による損失 397 106

減損損失 197 265

特別損失合計 594 372

税金等調整前当期純利益 836 2,574

法人税、住民税及び事業税 490 852

法人税等還付税額 △168 △1

法人税等調整額 △170 △70

法人税等合計 152 780

当期純利益 683 1,793

非支配株主に帰属する当期純利益 307 321

親会社株主に帰属する当期純利益 375 1,471

　



株式会社バロックジャパンリミテッド(3548) 2022年２月期 決算短信

7

連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

当期純利益 683 1,793

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 43 598

持分法適用会社に対する持分相当額 24 270

その他の包括利益合計 67 868

包括利益 751 2,662

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 419 2,102

非支配株主に係る包括利益 332 560
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2020年３月１日 至 2021年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

繰延ヘッジ

損益

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益

累計額合計

当期首残高 8,258 8,075 4,854 △749 20,439 △0 △213 △213 1,267 21,492

当期変動額

剰余金の配当 △1,374 △1,374 △1,374

自己株式の処分 △16 56 39 39

親会社株主に帰属す

る当期純利益
375 375 375

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

0 43 43 334 377

当期変動額合計 － △16 △998 56 △958 0 43 43 334 △580

当期末残高 8,258 8,059 3,855 △692 19,480 － △170 △170 1,601 20,911

　当連結会計年度(自 2021年３月１日 至 2022年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本 その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計

資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式
株主資本合

計

繰延ヘッジ

損益

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益

累計額合計

当期首残高 8,258 8,059 3,855 △692 19,480 － △170 △170 1,601 20,911

当期変動額

剰余金の配当 △1,158 △1,158 △1,158

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,471 1,471 1,471

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－ 630 630 582 1,212

当期変動額合計 － － 313 － 313 － 630 630 582 1,525

当期末残高 8,258 8,059 4,168 △692 19,793 － 459 459 2,184 22,437
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
　至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 836 2,574

減価償却費 945 811

減損損失 197 265

賞与引当金の増減額（△は減少） 36 △4

受取利息 △6 △7

支払利息及び支払手数料 61 45

為替差損益（△は益） 6 △5

持分法による投資損益（△は益） 177 142

有形固定資産除却損 9 29

雇用調整助成金 △243 △100

売上債権の増減額（△は増加） △474 △81

たな卸資産の増減額（△は増加） 239 △621

仕入債務の増減額（△は減少） 458 △790

未払金の増減額（△は減少） △899 97

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1 2

その他 △348 99

小計 993 2,458

利息の受取額 6 7

利息の支払額 △57 △45

法人税等の支払額 △1,212 △527

法人税等の還付額 168 1

雇用調整助成金の受取額 243 100

営業活動によるキャッシュ・フロー 142 1,995

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △548 △452

無形固定資産の取得による支出 △411 △390

敷金及び保証金の差入による支出 △336 △141

敷金及び保証金の回収による収入 434 223

資産除去債務の履行による支出 △58 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △920 △823

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,000 2,000

短期借入金の返済による支出 － △3,000

長期借入れによる収入 3,000 －

長期借入金の返済による支出 △3,982 △125

配当金の支払額 △1,374 △1,158

固定資産割賦未払金の返済による支出 △22 －

リース債務の返済による支出 △5 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー 615 △2,288

現金及び現金同等物に係る換算差額 △46 202

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △208 △913

現金及び現金同等物の期首残高 16,133 15,924

現金及び現金同等物の期末残高 15,924 15,010
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

(追加情報)

（会計上の見積りの不確実性について）

当社グループにおける新型コロナウイルス感染症の影響は、外出自粛、休業要請等による来店客数の減少となり

ます。新型コロナウイルスの今後の広がり方や収束時期を正確に予測することは困難ですが、現下における状況に

鑑み、例年並みの業績までは回復しないものの経済活動が再開されている地域では今後、緩やかに業績が回復する

と見込んでおり、例年の90％程度の業績回復との仮定の下、商品の評価及び固定資産の減損等の会計上の見積りを

行っております。

なお、新型コロナウイルス感染症による市場への影響等、先行きが不透明な状況が当面１～２年続くと想定して

おり、収束に更に時間を要する場合には当社グループの経営成績及び財政状況に影響を及ぼす可能性があります。

(セグメント情報等)

当社グループは、衣料品等の企画販売を単一の報告セグメントとしております。その他の事業については、量的

に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2020年３月１日
至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

１株当たり純資産額 536.18円 562.36円

１株当たり当期純利益金額 10.44円 40.87円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2021年２月28日)

当連結会計年度
(2022年２月28日)

純資産の部の合計額(百万円) 20,911 22,437

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 1,601 2,184

（うち非支配株主持分）(百万円) 1,601 2,184

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 19,310 20,253

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

36,014,300 36,014,300
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３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2020年３月１日
至 2021年２月28日)

当連結会計年度
(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 375 1,471

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(百万
円)

375 1,471

普通株式の期中平均株式数(株) 35,990,013 36,014,300

４．当社は業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、株主資本に自己株式として計上

されている「株式給付信託（BBT）」に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行

済株式総数から控除する自己株式数に含めております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


